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概要 

 
本資料は、CKD株式会社製 電動アクチュエータ用コントローラECMGシリーズのEtherNet/IP通信ユニットと、パナソニ

ック インダストリー製 プログラマブルコントローラFP0HシリーズのコントロールユニットをEtherNet/IP で接続する手順

とその確認方法を説明したものになります。 
 
 

マニュアルの種類 

 
本資料で使用する機器に関するマニュアルは、下記の通りです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

著作権及び商標に関する記述 

 
●このマニュアルの著作権は、パナソニック インダストリー株式会社が所有しています。 
● 本書からの無断複製は、かたくお断りします。 
● Windows は米国Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 
● Ethernet は富士フイルムビジネスイノベーション株式会社および米国Xerox Corporation の登録商標です。 
● EtherNet/IP は、ODVA（Open DeviceNet Vendor Association）の登録商標です。 
● その他の会社および製品名は、各社の商標または登録商標です。 
 
 
 
  

マニュアル名 マニュアル記号 メーカ 

FP0H ユーザーズマニュアル（基本編） WUMJ-FP0HBAS-14 
パナソニック 
インダストリー 
株式会社 

FP0H ユーザーズマニュアル（Ethernet/IP編） WUMJ-FP0HEIP-061 
パナソニック 
インダストリー 
株式会社 

電動アクチュエータ用コントローラECMGシリーズシステム編 
取扱説明書 

SM-A62471/2 CKD株式会社 

電動アクチュエータ用コントローラECMG-Dシリーズ 
ドライブユニット 取扱説明書 

SM-A6247/2 CKD株式会社 

EBS-G シリーズ/EBR-G シリーズ 電動アクチュエータ  
スライダタイプ/ガイド内蔵形ロッドタイプ 取扱説明書 

SM-A28054/2 CKD株式会社 

電動アクチュエータ用パソコン設定ソフト S-Tools 取扱説明書 SM-A11147/6 CKD株式会社 
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1. システム構成 
 
 
  



 

 4 

 

基本構成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※1 本資料では、FP0H コントロールユニット Ver1.90を使用し、スキャナ機器として動作します。 
※2 本資料では、ECMG通信ユニット Ver2.1.1を使用し、アダプタ機器として動作します。 
※3 本資料では、Control FPWIN GR7S Ver2.23.2を使用します。 
※4 本資料では、S-Tools Ver1.05.08.00を使用します。 
 
 
  

（1） 

（2） 

（3） （4） （5） 

（7）/（8）/（9） 
（10） 

（11） 

（6） 

 名称 型式 メーカ 
（1） FP0H コントロールユニット AFP0HC32ET ※1 パナソニック 

インダストリー 
株式会社 

（2） 電源ケーブル AFPG805 パナソニック 
インダストリー 
株式会社 

（3） ECMG通信ユニット ECMG-CNNA30-ENDNN ※2 CKD株式会社 
（4） ECMGドライブユニット（Aタイプ2軸用） ECMG-DNNN30-B2DNN CKD株式会社 
（5） ECMGエンドユニット ECMG-PNNN30-EACNN CKD株式会社 
（6） 通信ユニット/ドライブユニット用電源ケーブル － － 
（7） モータケーブル ×2 EA-CBLM CKD株式会社 
（8） エンコーダケーブル ×2 EA-CBLE CKD株式会社 
（9） 電動アクチュエータ ×2 EBS-G CKD株式会社 
（10） LANケーブル － － 
（11） USBケーブル（USB A-mini B） － － 
（12） パソコン 

・Control FPWIN GR7Sインストール済み 
・S-Toolsインストール済み 

－ 
※3 
※4 

－ 

 

（12） 
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ネットワークパラメータ 

 
本資料では、EtherNet/IPの通信に関するパラメータとして、下記の設定を使用します。 
 
・FP0H コントロールユニット 
 
 
 
 
 
・ ECMG通信ユニット 
 
 
 
 
 
 

アクチュエータ情報の更新と設定について  

 
本資料では、Aタイプ 2軸接続用のドライブユニット（ECMG-DNNN30-B2DNN）を使用しています。 
接続する電動アクチュエータの軸番号は下記の様に設定をしてください。 
 
 
 
 
 
 
※本資料では、EtherNet/IPので接続する手順とその確認方法を説明したものになります。 
アクチュエータ情報の更新および設定に関する説明は、各種マニュアル等をご確認ください。 
 
 

EDSファイルのダウンロード 

 
EtherNet/IPの通信設定にはスキャナ機器にアダプタ機器のEDSファイルを登録する手順があります。 
一般的に、EDSファイルはアダプタ機器のメーカから入手することが可能です。 
アダプタ機器であるECMGシリーズ **のEDSファイルをCKD株式会社のホームページより入手してください。 
ダウンロード後、ZIPファイルを解凍し、下記のファイルを任意のフォルダに保存してください。 
 
・EDSファイル：ECMG-CNNN30-EN.eds 
 
  

 軸番号 
1軸目 1 

2軸目 2 
 

項目 設定値 
IPアドレス 192.168.1.5 
サブネットマスク 255.255.255.0 

 

項目 設定値 
IPアドレス 192.168.1.10 
サブネットマスク 255.255.255.0 
動作モード PIO 
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2. EtherNet/IP の通信設定 
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ECMG通信ユニットの設定 
 

設定ソフト S-Toolsの起動 

 
 1. 下記の接続が問題ないことを確認し、電源をONします。 
  ・ECMG通信ユニット/ECMGドライブユニット/ECMGエンドユニットを連結します。 
  ・ECMG通信ユニットと電源を接続します。 
  ・電動アクチュエータを接続します。 
  ・パソコンとECMG通信ユニットを接続します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 2. S-Toolsを起動します。 
 
 
 
 
 
 
 3. S-Toolsが起動し、画面中央に新規作成ダイアログが表示されます。 
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 4. 「オンラインで実行する」にチェックを入れ、「通信ポートの選択」でECMG通信ユニットと接続している 
 USBケーブルのCOMポート番号を選択し、「OK」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 5. ECMG通信ユニットとの接続に成功すると、「装置の状態」にECMG通信ユニットと電動アクチュエータの状態が 
 表示され、「通信ステータスバー」が「オンライン」状態に切り替わります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 6. 「軸選択ボタン」が下図のように表示されていることを確認してください。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  

1軸目：軸番号「1」 
2軸目：軸番号「2」 



 

 9 

 
 

IPアドレスとEtherNet/IPの設定 

 
 1. 「通信ポートを設定する」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 2. 「設定」タブの画面に切り替わります。 
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 3. 「状態変更」－「モード切替」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 4.  ダイアログが表示されるので、内容を確認して「はい」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 5. 「通信ステータスバー」の表示から、「TOOLモード」へ切り替わったことを確認します。 
 
 
 
 
 
 
 
 6. 「設定」－「ネットワーク」－「EtherNet/IP設定」をクリックします。 
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 7. 「EtherNet/IP設定」ビューが起動しますので、下記の様に設定し、「書込み」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 8. ダイアログが表示されるので、内容を確認して「はい」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 9. ダイアログが表示されるので、内容を確認して「はい」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

通信設定（書込み値） 
・DHCP：無効 
・IPアドレス：192.168.1.10 
・サブネットマスク：255.255.255.0 
動作モードの設定 
・ECGシリーズ設定、 

ECMGシリーズ一括設定：PIO 
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 10. ソフトウェアリセット後、オフラインに切り替わります。その後、オンラインに復帰し、 

PLCモードであることを確認します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 11. S-Toolsを終了します。 

ツールバーの「   」をクリックし、表示されたメニューの中から「アプリケーションの終了」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 12. ダイアログが表示されるので、内容を確認して「はい」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



 

 13 

 
 
 13. ダイアログが表示されるので、内容を確認して「はい」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 14. ECMG通信ユニットに接続されている電源をOFFし、USBケーブルを取り外してください。 
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FP0Hコントロールユニットの設定 
 

FP0H でのアドレス割り付け 

 
本書では、ECMG通信ユニットで割り当てられているアドレスに対して、 
FP0HのメモリエリアをEtherNet/IPの通信エリアとして、下記のアドレスを設定します。 
 
・入力情報（ECMG → FP0H） 
 
 
 
 
 
 
 
 
・出力情報（ECMG ← FP0H） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
WRは内部リレー（R）を16点まとめて扱うデバイスです。 
1デバイスにつき1ワード（16bit）のデータとなるため、1デバイスにつき2byteのデータとも表記できます。 
 
ECMG通信ユニットのアドレス割り付けと動作に関する詳細については、「電動アクチュエータ用コントローラECMG  
シリーズシステム編取扱説明書」（SM-A62471/2）の「3.7.5 アドレス割り付け」「3.7.6 信号割付け詳細（通信ユニット）」 
「3.7.7 信号割付け詳細（ドライブユニット）」をご確認ください。 
 
 
  

FP0Hアドレス 割付けデータ データサイズ（Byte） 

WR0～WR7 通信ユニット状態領域 16 

WR8～WR9 
PIOモード 

軸番号1状態領域 
4 

WR10～WR11 
PIOモード 

軸番号2状態領域 
4 

 

FP0Hアドレス 割付けデータ データサイズ（Byte） 

WR12～WR19 通信ユニット制御領域 16 

WR20～WR21 
PIOモード 

軸番号1制御領域 
4 

WR22～WR23 
PIOモード 

軸番号2制御領域 
4 
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・入力情報（ECMG → FP0H）：詳細 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ECMG通信ユニットのアドレス割り付けと動作に関する詳細については、「電動アクチュエータ用コントローラECMG  
シリーズシステム編取扱説明書」（SM-A62471/2）の「3.7.5 アドレス割り付け」「3.7.6 信号割付け詳細（通信ユニット）」 
「3.7.7 信号割付け詳細（ドライブユニット）」をご確認ください。 
  

FP0Hアドレス 項目 割り付けデータ 

WR0 

R0 温度異常（ワーニング） 

通信ユニット 
状態領域 

R1 内部サイクリック通信状態 

R2 内部非サイクリック通信状態 

R3～R7 ― 

R8 通信ユニット状態 

R9～RA ― 

RB アラーム状態(通信ユニット) 

RC～RF ― 

WR1 R10～R1F 軸番号1～16 リンク状態 

WR2~WR3 R20～R3F 読出しデータ 

WR4～WR5 R40～R5F データ（アラーム） 

WR6 

R60～R63 データ応答 

R64 データ完了 

R65 データ書込み状態 

R66～R6F ― 

WR7 R70～R7F ― 

WR8 

R80～R83 ポイント番号選択ビット0～3 / 
アラーム確認ビット0～3 

PIOモード 
軸番号1 
状態領域 

R84～R85 ポイント番号選択ビット4～5 

R86 ポイント移動完了 

R87 選択出力1 

R88 選択出力2 

R89 原点復帰完了 

R8A サーボON状態 

R8B アラーム状態 

R8C 運転準備完了 

R8D～R8F ― 

WR9 R90～R9F ― 

WR10 

R100～R103 ポイント番号選択ビット0～3 / 
アラーム確認ビット0～3 

PIOモード 
軸番号2 
状態領域 

R104～R105 ポイント番号選択ビット4～5 

R106 ポイント移動完了 

R107 選択出力1 

R108 選択出力2 

R109 原点復帰完了 

R10A サーボON状態 

R10B アラーム状態 

R10C 運転準備完了 

R10D～R10F ― 

WR11 R110～R11F ― 
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・出力情報（ECMG ← FP0H）詳細 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ECMG通信ユニットのアドレス割り付けと動作に関する詳細については、「電動アクチュエータ用コントローラECMG  
シリーズシステム編取扱説明書」（SM-A62471/2）の「3.7.5 アドレス割り付け」「3.7.6 信号割付け詳細（通信ユニット）」 
「3.7.7 信号割付け詳細（ドライブユニット）」をご確認ください。 
 
 
 
 
  

FP0Hアドレス 項目 割り付けデータ 

WR12 
R120～R12A ― 

通信ユニット 
制御領域 

R12B アラームリセット（通信ユニット） 

R12C～R1F ― 

WR13 R130～R13F ― 

WR14~WR15 R140～R15F 書込みデータ 

WR16～WR17 R160～R17F データ番号 

WR18 

R180～R183 ― 

R184 データ要求 

R185 データR/W選択 

R186～R187 ― 

R188～R18F 対象ユニット・軸番号選択 

WR19 R190～R19F ― 

WR20 

R200～R205 ポイント番号選択ビット 0～5 

PIOモード 
軸番号1 
制御領域 

R206 ポイント移動開始 

R207 JOG(-)移動開始 

R208 JOG(+)移動開始 

R209 原点復帰開始 

R20A サーボON 

R20B アラームリセット 

R20C 停止 

R20D～R20F ― 

WR21 R210～R21F ― 

WR22 

R220～R225 ポイント番号選択ビット 0～5 

PIOモード 
軸番号2 
制御領域 

R226 ポイント移動開始 

R227 JOG(-)移動開始 

R228 JOG(+)移動開始 

R229 原点復帰開始 

R22A サーボON 

R22B アラームリセット 

R22C 停止 

R22D～R22F ― 

WR23 R230～R23F ― 
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ツールソフトの起動 

 
 1.  下記の接続が問題ないことを確認し、すべての機器の電源をONします。 
  ・FP0Hコントロールユニット－HUB－ECMG通信ユニットのLAN接続 
  ・FP0Hコントロールユニットと電源の接続。 
  ・パソコンとFP0Hコントロールユニットの接続。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 2.  Control FPWIN GR7Sを起動します。 
 
 
 
 
 
 
 3.  起動画面が表示されます。 

「プロジェクトの新規作成」を選択し、「OK」をクリックします。 
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 4.  「PLC機種選択」のダイアログが表示されます。 
     「FP0H」－「FP0H C32ET/EP」を選択し、「OK」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 5.  編集画面が表示されます。 
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IPアドレスの設定 

 
 1.  「プロジェクトツリー」から「イーサネット設定」を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※「プロジェクトツリー」が表示されていない場合は、ツールバーの「表示」から「プロジェクトウインドウ」を 
  選択し、チェックを入れてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 2. 「イーサネット設定」画面が表示されます。 
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 3. 「通信基本情報」－「通信基本情報」の設定を下記の様に設定します。 

・IPv4アドレス自動取得：しない 
  ・自局 IPアドレス：192.168.1.5 
  ・サブネットマスク：255.255.255.0 
  ・デフォルトゲートウェイ：192.168.1.1 
  本資料では初期値を使用しています。 
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EtherNet/IPの設定 

 
 1. IPアドレス設定後、「通信基本情報」－「拡張機能」から、「EtherNet/IP機能」を「使用する」に変更し、 

「EtherNet/IP設定」をクリックします。 
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 2. 「EtherNet/IP 設定」画面が開きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 3.  メニューバーから「EDSファイル」－「登録」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 4. ダイアログが表示されるので、保存したEDSファイル「ECMG-CNNN30-EN.eds」を選択し、 

「開く」をクリックします。 
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 5. 「機器一覧」から「ECMG」を選択し、右クリックをして「スキャンリストへ追加」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 6. スキャンリストに「[1] ECMG (192.168.1.6)」が登録されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 7. スキャンリストの「[1] ECMG (192.168.1.6)」を選択し、「機器設定」タブから「IPアドレス」を 
     通信ユニットに設定した値の「192.168.1.10」を設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 8. ツールバーの「設定」－「EtherNet/IP基本設定」をクリックします。 
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 9. 「EtherNet/IP基本設定」のダイアログが表示されます。 

「自動割付」を「しない」に設定をし、「OK」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 10. スキャンリストの「Exclusive Owner」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 11. 「パラメータ設定」をクリックします。 
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 12. 「パラメータ設定」のダイアログが表示されます。 

「入力情報(T>O)」「出力情報(O>T)」の「データサイズ」を「24」Byteに変更し、「OK」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ※「入力情報(T>O)」の「データサイズ」には、「通信ユニット状態領域」「PIOモード軸番号1状態領域」 

「PIOモード軸番号2状態領域」 のメモリエリアの合計を「Byte」で指定しています。 
 「出力情報(O>T)」の「データサイズ」には、「通信ユニット制御領域」「PIOモード軸番号1制御領域」 

「PIOモード軸番号2制御領域」 のメモリエリアの合計を「Byte」で指定しています。 
 

 
 13. 「入力情報（T>O）」から下記のデバイス割付欄を選択し、「編集」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 14. 「デバイス割付」のダイアログが表示されます。 

「デバイス割付：WR」、「データサイズ：12」に変更し、「登録」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 ※「データサイズ」には、「通信ユニット状態領域」「PIOモード軸番号1状態領域」「PIOモード軸番号2状態領域」 
 の通信エリアとして割り当てたWRの合計サイズを「word」で指定しています。 
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 15. 「入力情報」が更新されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 16. 「出力情報（O>T）」から下記のデバイス割付欄を選択し、「編集」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 17. 「デバイス割付」のダイアログが表示されます。 
 「デバイス割付：WR」、「デバイス番号：12」、「データサイズ：12」に変更し、「登録」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ※「データサイズ」には、「通信ユニット制御領域」「PIOモード軸番号1制御領域」「PIOモード軸番号2制御領域」 
 の通信エリアとして割り当てたWRの合計サイズを「word」で指定しています。 
 
 
 18. 「出力情報」が更新されました。 
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 19. 「OK」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 20. 「OK」をクリックします。 
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プロジェクトデータのダウンロード 

 
 1. メニューバーの「オンライン」－「通信設定」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 2.  「通信タイプ：COM(USB)」、「ポート(No.)：PIDSX PLC USB-COM (COM＊)」が選択されていることを確認し 
 「OK」をクリックしてください。 
 COM＊には、FP0Hに割り付けられたCOMポート番号が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 3. メニューバーの「オンライン」－「オンラインモードへ切り替え」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 4. ダイアログが立ち上がるので、「はい」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ※. 接続先のFP0H本体に別のプロジェクトデータが保存されている場合、下図のダイアログが表示されますので、 
   「OK」をクリックします。 
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 5. オンラインに切り替わると、ウインドウ下部の表示がオンラインに切り替わります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ※PLCの動作状態が下図の様にRUNモードになっている場合、メニューバーの 

 「オンライン」－「PLC動作モードの切り替え」をクリックしてPROGモードに切り替えを行ってください。 
 
 
 
 6. メニューバーの「オンライン」－「PLCへのダウンロード（プロジェクト全体）」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 7. ダイアログが立ち上がるので、「はい」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 8. ダウンロードが実行され、ダイアログが表示されるので「はい」をクリックします。 
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3. EtherNet/IP 接続確認 
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動作表示灯による確認 

 

ECMG動作表示灯の確認 

 
正常にEtherNet/IPの通信が行われている場合、ECMGのLEDは下図の様になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

FP0H動作表示灯の確認 

 
正常にEtherNet/IPの通信が行われている場合、FP0HのLEDは下図の様になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

名称 LED状態 
ACT 1 緑点滅（サーボOFF） 
ACT 2 緑点滅（サーボOFF） 
BUS 1 緑点灯 
BUS 2 緑点灯 

 

名称 LED状態 
RDY 緑点灯 

BUS 緑点灯 
MS 緑点灯 
NS 緑点灯 

 

名称 LED状態 
RUN 緑点灯 

LINK/ACT 1 緑点滅（LANポート1を使用している場合） 
IP MS 緑点灯 

IP NS 緑点灯 
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入力のモニタによる確認  

 
Control FPWIN GR7Sのデバイスモニタを使用し、「通信ユニット状態領域」の状態を確認します。 
 
 1.  デバイスモニタウインドウの下図の欄をダブルクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 2. 「モニタデバイス登録」画面が表示されます。 

下右図の様に設定し、「OK」をクリックします。 
  ・デバイス種別：WR（内部リレーのワード設定） 
  ・No.：0 
  ・データ型：2進数（16ビット） 
  ・連続登録数：2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. 登録が完了したので、「  」をクリックしてオンラインモニタを開始します。 
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 4. デバイスモニタの表示を確認します。 

各機器が正常に動作している場合、下記のbitがONしている状態となります。 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

FPアドレス 項目 

WR0 

R0 温度異常（ワーニング） 
R1 内部サイクリック通信状態 

R2 内部非サイクリック通信状態 

R3 ― 

R4 ― 

R5 ― 

R6 ― 

R7 ― 

R8 通信ユニット状態 

R9 ― 

RA ― 

RB アラーム状態(通信ユニット) 

RC ― 

RD ― 

RE ― 

RF ― 
 

FPアドレス 項目 

WR1 

R10 軸番号1リンク状態 
R11 軸番号2リンク状態 

R12 軸番号3リンク状態 

R13 軸番号4リンク状態 

R14 軸番号5リンク状態 

R15 軸番号6リンク状態 

R16 軸番号7リンク状態 

R17 軸番号8リンク状態 

R18 軸番号9リンク状態 

R19 軸番号10リンク状態 

R1A 軸番号11リンク状態 

R1B 軸番号12リンク状態 

R1C 軸番号13リンク状態 

R1D 軸番号14リンク状態 

R1E 軸番号15リンク状態 

R1F 軸番号16リンク状態 
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出力制御による確認 

 
Control FPWIN GR7Sのデバイスモニタを使用し、サーボON / OFFの動作を確認します。 
 

サーボON操作 

 
 1.  デバイスモニタウインドウの下図の欄をダブルクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 2. 「モニタデバイス登録」画面が表示されるので、「R8A」の登録を行います。 

下右図の様に設定し、「OK」をクリックします。 
   ・デバイス種別：R（内部リレー） 
   ・No.：8A 
 
 
 
 
 
 
 
 
   同様に「R10A」「R20A」「R22A」の登録を行います。 
 
 
 3. 登録が完了していることを確認します。 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 FP0H アドレス 項目 軸番号  

入力情報 
（ECM→FP0H） 

R8A サーボON状態 1 0：OFF 状態、1：ON 状態 

R10A サーボON状態 2 0：OFF 状態、1：ON 状態 
出力情報 
（ECM←FP0H） 

R20A サーボON 1 0：解除、1：サーボON 

R22A サーボON 2 0：解除、1：サーボON 
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 4. 「R20A」の「現在値」欄をダブルクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 5. ダイアログが表示されるので、「書き込みデータ：ON」が選択されていることを確認して「OK」をクリックします。 
   この操作で、「R20A」の状態を「1（ON）」に変更します。 
 
 
 
 
 
 
 
 6. 「R20A」の現在値が「1」になり、「R8A」の現在値も「1」となることを確認します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7. ドライブユニットのLED「ACT1」が緑点灯していることを確認します。 
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 8. 4～6の操作と同様に、「R22A」の現在値を「1」に変更し、「R10A」の現在値が「1」となることを確認します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 9. ドライブユニットのLED「ACT2」が緑点灯していることを確認します。 
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サーボOFF操作 

 
 1. 「R20A」の「現在値」欄をダブルクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 2. ダイアログが表示されるので、「書き込みデータ：OFF」が選択されていることを確認して「OK」を 
 クリックします。この操作で、「R20A」の状態を「0（OFF）」に変更します。 
 
 
 
 
 
 
 3. 「R20A」の現在値が「0」になり、「R8A」の現在値も「0」となることを確認します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 4. ドライブユニットのLED「ACT1」が緑点滅していることを確認します。 
 
 
  
 
 
 
 
 5. 10～12の操作と同様に、「R22A」の現在値を「0」に変更し、「R10A」の現在値が「0」となることを確認します。 
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 6. ドライブユニットのLED「ACT2」が緑点滅していることを確認します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本資料でのEtherNet/IPの接続手順および接続確認の説明は以上です。 
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